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岡本 勉( 〃 )
古 山修一( 〃 )
詔長類の発声群田の系統進化に関する分析的研
究のひとつとして,舌骨袋田と喉頭および喉頭索
などの構築に関する機能形態学的分析をおこなう｡
そのための技術開発とその修熟をおこなうことを
目的とする｡
機能形態分析には主として筋TE図法およびX線
映画撮影法を中心に分析をすすめる｡筋TE図法は,
最終的にはテレメトリー による群れあるいは個体
問の音声分析をおこなうための基礎的技術の開発
と修熟につとめる｡
実験 Ⅰとして,筋TG図法による分析のためにシ
ールド･ルーム外で控作可能な筋屯計シグナル苫
発生袋田を試作しテストにVもした｡テストは麻酔
下のニホンザル ･オスの舌骨下筋郡のうちの胸骨
舌骨筋および喉頭腔内筋の甲状披裂筋(芦田筋)
に30Jlのファイン･ワイヤーを植え込み,呼気,
吸気ならびに職下時の筋電図をシールド･ルーム
外で誘導できることを確かめた｡
Ⅹ線法によろ生体における舌骨装置･喉頭およ
び喉頭喪の構築位田確認のため,麻酔下のニホン
ザル･オスを用いて,気管支造影剤を喉頭および
喉頭喪へ注入,呼気と吸効時の喉頭および喉頭喪
の顎間腔･所部での位田を確かめた｡
次に実験Ⅰとして,肪TE図法ならびにX線法の
連動作動による発声折田の分析のための基礎実験
として,Ⅹ緑映両粒形袋田へシールド法位のない
部屋で操作可純なディナ･グラフを迎動作動させ
て,麻酔下,気管支造形剤を喉頭円注入したこホ
ンザル･オスの発声邪百の観察分析f?料採取をお
こなった｡
その純米,呼気･吸気および噴下時のときのこ
ホンザルの舌骨装置･喉頭軟骨おJ:び喉頭嚢の顎
間腔 ･郡部における方向･位置･動態などを確め
た｡また喉頭披裂軟骨のX線映画における動態と
ビジ･グラフによる甲状披裂筋の動態を対比分析
することができた｡
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